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災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
避
難
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
と
情
報
が
重
要
で
あ
り
、
避

難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る
際
の
詳
細
な
判
断
基
準
や
発
令
対

象
地
域
は
避
難
勧
告
等
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
の
内
規
で
あ
る
た
め
、
市
民
に
は
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行
政
は
避
難
の
た
め
の
的
確
な
情
報

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
に

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
周
知
す
る
よ
う
望
む
。

　
ま
た
、
一
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
、
市
役
所
が

夜
遅
く
ま
で
停
電
し
た
が
、
い
ま
だ
に
電
源
確
保
が

で
き
て
い
な
い
。
停
電
で
あ
っ
て
も
市
の
業
務
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
業
務
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

災
害
時
、
行
政
は
的
確
な
情
報
を

（次世代政策会議）
雪本　清浩

【
問
】
防
災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
防
災
士
の
資
格
を
取
る

人
が
増
え
て
い
る
。
防
災
に
幅
広
い
知
識
を
持
つ
防
災
リ
ー

ダ
ー
が
い
れ
ば
、
地
域
の
防
災
力
が
高
ま
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
発
災
前
の
準
備
が
命
を
守
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
た
め
、
災
害
時
に
自
身
が
取
る
べ
き
行
動
を
時
系
列
で

整
理
し
た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
全
市
民
を
対
象
に
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
た
、
市
民
ぼ
う
さ
い
ま
ち
づ
く
り
学
校
を
実

施
し
、
防
災
の
意
識
と
知
識
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
、
被
害
を
防
い

だ
り
、
軽
減
し
た
り
す
る
た
め
の
新
た
な
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　庁舎建設特別委員
会（京西且哲委員長）
では、岸和田市新庁
舎整備基本計画（案）
に対して意見書を下
記（概要）のとおり
取りまとめ、１月 10
日（金）、米田貴志議
長から市長へ提出しました。

１、１棟での整備も引き続き検討すること
　市民の安全を確保でき、維持管理費の
負担軽減も見込めるため。

２、外部職場の集約を再検討すること
　委員会による調査結果から、対象とな
る部署の再検討が必要と考える。

３、仮庁舎の整備について、既存施設及び
市有地の活用を検討すること
　主に会議室として利用している職員会
館や、執務スペースを倉庫として一時利
用している施設を活用すべき。

４、業務の効率化のために ICT 化への対応
を検討すること
　書類の 50％削減に早期着手するとと
もに、業務の効率化や職場環境の改善に
も取り組むべき。

５、市民の不安に対して、安全面の説明と
情報開示を積極的に行うこと
　津波や、地震による液状化などの自然
災害への対応策について、市民に対して
丁寧に説明すべき。

６、市民及び議会への報告及び説明は、業
務の進

しん

捗
ちょく

に合せて適宜行うこと
　岸和田市新庁舎整備基本計画（案）で
示された事業費用のほか、関連事業に係
る費用も開示すべき。

防
災
体
制
に
つ
い
て

（公明党）
南　加代子

　
ロ
ー
ズ
バ
ス
に
つ
い
て
、
平
成
12
年
６
月
の
運
行
開
始
以

来
初
め
て
昨
年
２
月
１
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が
な
さ
れ
た
。
交

通
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
に
は
「
元

気
に
生
活
・
活
動
し
、
安
全
・
快
適
に
移
動
が
で
き
る
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
形
成
」
と
あ
り
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
修

正
に
向
け
て
市
民
が
納
得
す
る
早
急
な
対
応
と
、
持
続
性
の

あ
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
目
指
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
空
家
等
対
策
計
画
の
基
本
方
針

で
あ
る
「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
対
策
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
不
良
空
き
家
除
却
事
業
補
助

制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
の
管
理
を
委

託
し
た
場
合
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
空

き
家
管
理
助
成
制
度
」
を
導
入
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ロ
ー
ズ
バ
ス
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

（公明党）
岩﨑　雅秋

【
問
】
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
認
知
症
は
誰
も
が

な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
家
族
や
親
し
い
人
が
認
知
症
に
な

る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
認
知
症
に
対
す
る
理
解
促
進
や
、
認
知
症
の

人
を
支
え
る
家
族
へ
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

【
答
】
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
温
か
く
見
守
る
た
め
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
講
座

を
教
育
活
動
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
小
学
校
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
や
立
場
の
人
と
関
わ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
相
手
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
豊

か
な
心
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

も
家
族
な
ど
を
支
援
す
る
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み

（公明党）
松本　妙子

①
小
学
１
～
３
年
生
が
17
人
程

度
の
少
人
数
で
国
語
・
算
数
の

授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
年

間
１
億
５
千
万
～
３
億
円
の
予

算
を
投
入
す
べ
き
。

②
３
～
５
歳
児
の
幼
稚
園
教
育

は
、
公
立
・
民
間
の
全
て
を
教

育
委
員
会
が
主
導
す
べ
き
。

③
ロ
ー
ズ
バ
ス
に
乗
れ

な
く
な
っ
た
交
通
弱
者

が
再
び
乗
れ
る
よ
う
、

市
は
運
行
改
善
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学
校
教
育
・
就
学
前
教
育
・
ロ
ー
ズ
バ
ス
に
つ
い
て

（次世代政策会議）
井舎　英生

市政に関する 一 般 質 問

そ
の
他
の
質
問 

○
学
校
に
お
け
る
「
く
す
り
教
育
」
の
充
実
・
強
化

そ
の
他
の
質
問 

○
森
林
資
源
の
活
用
と
保
全

３ 月 定 例 会 の 開 催 日 程 （ 予 定 ）

　３月定例会の開催日程は、下表のとおりで
す。なお、日程は変更される場合がありま
す。
※傍聴される方は、当日、市役所新館３階議

会受付までお越しください。

　３月定例会における一般質問・総括質問の様
子をテレビ岸和田、ラヂオきしわだで放送しま
す。
　詳細は、各放送局のウェブサイトをご確認く
ださい。

日　時 会　議　名

２月20 日 ( 木 )10 時 本会議

　　25 日 ( 火 )10 時 文教民生常任委員会

　　26 日 ( 水 )10 時 事業常任委員会

　　27 日 ( 木 )10 時 総務常任委員会

　　28 日 ( 金 )10 時 庁舎建設特別委員会

３月２日 (月 )10 時

本会議　　５日 (木 )10 時

　　６日 (金 )10 時

日　時 会　議　名

３月９日 (月 )10 時

予算特別委員会

　　10 日 ( 火 )10 時

　　11 日 ( 水 )10 時

　　12 日 ( 木 )10 時

　　13 日 ( 金 )13 時

　　16 日 ( 月 )10 時

　　17 日 ( 火 )10 時

　　19 日 ( 木 )10 時 本会議

新庁舎整備基本計画（案）に

対する意見書を市長に提出


